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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

２
月
の
募
金
箱
募
金  
五
七
五
〇
円
を

　
　
　
　
　
　
　
　

  

石
川
県
に
送
金
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

１
月
か
ら
の
累
計
は
一
万
九
六
〇
円
と
な
り
ま
し
た
。

頑張った２３年度！
知恵・力を集めて２４年度へ。

２月９日から２６日かけて、府

内４会場で総代懇談会が開かれま

した。計１９人の総代が参加しま

した。

専務理事奥谷和隆さんから理事

会報告。１２月末までの経験状況

報告を受けて、総代から多数の意

見が出されました。（２～３ページ）。

４月からはじまる 2024 年度の

事業に生かし、６月１６日（日）

の通常総代会でさらに深め、活動

の輪をひろげましょう。

○
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懇談会
あがる

⦿自分も介護サービスを利用する立場になったが、介護サービスを利用して

　いても、人生を楽しめるようなことをやって欲しい。

⦿「紫式部」は楽しんで読ませてもらっています。

⦿介護保険についても良く判らないので、学習する機会を作って欲しい。

⦿働く職員にもこの協同組合の設立の意義を教育したほうが良い。

⦿各介護事業の魅力を伝えた方が良い。

⦿家族の介護を行ってる家族のお話をする場所を作ってほしい。

⦿お墓が不要なので、生協の共同墓に入らせてもらった。実家

　の墓と家の整理と相続が大変だった。

⦿町なかで移動に困っている人が増えた。遠方（北海道）の墓

じまいをする。

⦿福知山の実家の管理をしてほしい。シルバー人材セン

　ターにお願いすると結局立ち合いが必要で行かなくては

　ならない。

⦿所有している物件が売れるか調査・報告が必要。

（参加総代　４人）

（参加総代　6人）

２月
9
日

２月
22
日

◎経費の見直しについて

　コピー機の借り換え、ネットワークセキュリ

ティー機器の見直し、サーバー２台の廃止を柱

に、経費の見直しをすることが出来ました。　　

　来年度は毎月８万円程度の経費削減ができる

見込みです。

◎次年度以降の課題

・経費の環境が整ったことで、次年度以降の経

費基盤の準備が概ね完成しました。

・高齢者の生活を守るための事業を計画してい

きます。

・住まいの保証人に関する事業を検討します。

南区
　ふとらいふ
　　　　東寺

北区
くらしコープ
　　　　本部

された経営状況は次のとおりです。
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総代
盛り

⦿京都市の緊急通報システムを入れていたが、庭で転倒してボタンを押

　せずにいた方がいた。

⦿同じマンションで電気がつけっぱなしで見に行ったら亡くなってた。

⦿賃貸を借りる場合、７０才以上では保証人が必ず必要になる。

⦿ことらいふの生活を知って良い所だと思っている。

⦿８月に主人がなくなって、確定申告や市民税、後期高齢者医療被保険

　証の手続きなど、やらないといけないことが多い。

⦿高齢者の保証人制度は作って欲しい。

⦿懇談会などを実施していない地域でも、集まりをしてほしい。

⦿「紫式部」の有料化について：無償の方が良い。

⦿デイを営業していることを知っている人が少ないので宣伝が必要では？

⦿「紫式部」のＰＤＦによる配布も検討されては？

⦿生協の大原則、出資し、利用、運営するを強化した方がよい。

⦿２０２５年国連国際協同組合年に向けての準備に期待している。

⦿介護や施設に関するこれまでの経験や交流を。

２月
26
日

２月
16
日

　◎２０２３年度の着地見込みについて　※単位千円

　　　　　　　　予算　　　　　実績　　　　予算差

　　供給高　　72,792　　　73,701　　　　909

　　経費　　　74,933　　　79,359　　　4,426

　  その他収支　 2,400　　 　2,400　　　  　　 0

　　経常剰余　  　259　　△ 3,258　 　△ 3,517

今年度は、居住支援事業所（ケアマネ事務所）

に 3 名採用しました。この人件費が先行した事と

合わせて、居住支援事業所の年度途中で職員が

減ったことが原因で供給高が大きく下がり、赤

字で着地する見込みです。

宅地建物取引業の立上げに関する経費約 80

万円と京都府宅地建物取引業協会への入会費用

の約 20 万円が先行投資として、発生している

ことも赤字の要因となっています。

2 月総代懇談会で理事会から報告

北区
ライトハウス

右京区
　ことらいふ
　　　嵯峨野

（参加総代　４人）

（参加総代　5 人）

2 月総代懇談会で理事会から報告
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昨
年
３
月
２５
日
（
土
）
朝

６
時
頃
、
２
階
か
ら
降
り
て

ト
イ
レ
に
行
こ
う
と
し
た
ら

左
手
首
か
ら
先
が
他
人
の
手

の
よ
う
に
違
和
感
が
。
普
通

に
歩
い
て
い
る
の
に
妻
か
ら

「
歩
き
方
が
一
寸
お
か
し
い

で
…
」
と
。
息
子
も
降
り
て

き
て
く
れ
て
救
急
車
を
呼
ん

で
く
れ
た
。
京
大
病
院
に
着

い
た
の
が
９
時
１０
分
。

（
そ
れ
か
ら
検
査
と
リ
ハ
ビ

リ
の
２
週
間
）

　

４
月
７
日
退
院
。
医
師
か

ら
詳
し
く
説
明
と
指
導
。

　

①
規
則
正
し
い
生
活　

②
適
度
な
運
動　

③
酒
は
一

合
ま
で　

④
薬
は
必
ず
飲
む

⑤
血
圧
は
朝
夕
計
る

（
③
は
痛
い
。
）

　

支
払
い
、
買
い
物
、
帰
宅
。

や
っ
ぱ
り
家
が
一
番
、
ゆ
っ

く
り
す
る
。
退
院
祝
い
に

コ
ッ
プ
１
杯
の
酒
で
乾
杯
。

　

退
院
後
、
落
ち
込
ん
だ
り
、

少
し
ヤ
ル
気
を
出
し
た
り
の

繰
返
し
。
今
ま
で
出
来
た
こ

と
が
出
来
な
く
な
る
の
は
つ

ら
い
こ
と
で
す
が
し
ょ
う
が

あ
り
ま
せ
ん
。
色
ん
な
こ
と

を
辞
め
た
り
縮
小
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
空
気
の
よ
う
な
あ

脳
梗
塞
︕ 

春
号
が
夏
号
に

　
　

右
京
区
京
北　

岩
本

清

た
り
前
の
家
族
、
陰
に
陽
に

支
え
て
く
れ
た
家
族
の
有
難

さ
を
つ
く
づ
く
感
じ
た
。「
も

う
少
し
上
に
詰
ま
っ
て
い
た

ら
半
身
不
随
」
と
聞
き
、
生

か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝

し
、
無
理
せ
ず
や
れ
る
こ
と

を
ボ
チ
ボ
チ
と
。

　

６
月
に
入
っ
て
、
合
鴨
仲

間
が
、
仙
台
か
ら
来
た
。
住

ん
で
い
る
集
落
の
中
江
合
鴨

農
家
等
１０
人
が
公
民
館
に
集

い
ザ
ッ
ク
バ
ラ
ン
に
懇
談

会
。
そ
の
後
、
賀
茂
神
社
・

合
鴨
田
・
ネ
オ
ン
ス
タ
ジ
オ
・

さ
き
が
け
セ
ン
タ
ー
・
京
北

文
化
遺
産
セ
ン
タ
ー
・
山
国

神
社
・
道
の
駅
等
を
紹
介
。

久
々
に
懐
か
し
か
っ
た
。

家
宝
は
続
く
か
？

　

字
が
思
う
よ
う
に
書
け
な

く
な
り
、
５０
号
余
り
続
い
て

き
た
岩
本
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家

族
新
聞
『
撞
木
』
を
作
る
気

力
も
な
く
な
っ
た
。
物
忘
れ

も
多
く
、
ボ
タ
ン
は
め
も
一

仕
事
。
こ
れ
で
撞
木
も
廃
刊

か
な
と
思
っ
て
い
た
が
少
し

回
復
し
て
き
た
。
記
事
も
タ

イ
ミ
ン
グ
が
ず
れ
て
差
し
替

え
、
レ
イ
ア
ウ
ト
も
仕
直
し

た
が
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
修

正
液
を
横
に
、
一
字
ず
つ
刻

ん
で
い
っ
た
。
写
真
出
し
貼

り
、
ケ
イ
線
…
細
か
い
事
を

若
い
者
た
ち
が
手
伝
っ
て
く

れ
た
。

春
号
が
夏
号
に
な
っ
た
が
、

我
が
家
の
宝
物
『
撞
木
』
５２

号
は
８
月
２５
日
完
成
し
た
。

　

２
０
２
３
年
の
夏
は
暑

か
っ
た
。
昼
間
は
外
に
出
ら

れ
ず
、
畑
仕
事
は
早
朝
５
時

か
ら
２
～
３
時
間
に
し
て
い

る
。
種
ま
き
を
し
た
が
ゴ
ー

ヤ
・
空
心
菜
・
ジ
ャ
ジ
豆
・

坊
ち
ゃ
ん
南
瓜
・
ピ
ー
ナ
ツ
・

祇
園
豆
等
は
発
芽
せ
ず
蒔
き

直
し
も
。
暑
さ
の
せ
い
だ
ろ

う
か
？
。
カ
ナ
ダ
の
山
火
事
、

イ
タ
リ
ア
で
４８
℃
、
ア
メ
リ

カ
で
は
５５
℃
で
転
倒
し
た
人

が
ヤ
ケ
ド
等
々
。

　

何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
時
代
。
食
べ
物
は
一
番

大
事
。
い
ま
食
糧
自
給
率
は

３８
％
。
外
国
か
ら
食
料
が
入

ら
な
く
て
も
ま
か
な
え
る
よ

う
に
農
業
を
政
治
の
柱
に
し

て
ほ
し
い
も
の
だ
。

い
わ
も
と
・
き
よ
し
さ

ん
は
、
右
京
区
京
北
中

江
町
在
住
。
合
鴨
農
業
、

畑
作
な
ど
食
料
自
給
率

向
上
に
尽
力
。
家
族
新

聞
は
５２
号
を
数
え
、
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞

も
の
。
地
元
の
地
域
新

聞
・
公
民
館
新
聞
の
発

行
に
も
貢
献
。
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本田清美シェイクアウト訓練って？

4 月の事業所だより

　３月１１日は、シェイクアウト訓練で一斉防

災行動訓練の日です。これは、２０１１年３月

１１日に発生した東日本大震災を風化させず、

防災の重要性を再確認するために実施されてい

ます。

　今年の１月に能登半島地震、２月には京都市

内でも震度４の地震があり、翌日に視覚障碍者

の利用者さんから「今地震がきたら私はどうな

るんじゃ？」と問われました。とっさに「私が

助けます」と不安を与えないよう答えたのです

が、ほんとうに地震がきたらパニックになり行

動ができないと思いました。

　地震の怖さは、揺れ自体ではなく揺れによる

家具の転倒やガラスの飛散、落下物によって怪

我をしたりすること。短時間で身を守る行動を

デイサービスセンター
きらく庵

西陣

とるために普段からの訓練が重要となります。

　地震から命を守るためのポイント

１「ＤＲＯＰ」　その場でまず低く

２「ＣＯＶＥＲ」　頭を守り

３「ＨＯＬＤ　ＯＮ」　動かない

この３点を覚えましょう。

また、訓練に合わせて

・非常持出し袋

・家具の固定化

・ハザードマップ

の確認もプラスしましょう。

　いつ起きるかわからない災害から身を守るた

めに ‼

訪問介護　ゆず
「やっぱり家が一番ええ！」そんな思いに応えます。

経験豊富なヘルパーが住み慣れた家で毎日過ごせるよ

うにお手伝いします。みんなの笑顔が一番！気持ちに

寄りそって、安心して暮らせるお手伝いをします。

介護支援センター
紫野きらく庵

必要な人が介護保険サービスを受けられるように、

一緒に考えてケアプラン（サービス計画書）を作り

ます。地域の人と住み慣れた家で生活できるように

暮らし丸ごと支援します。

家庭的な雰囲気のデイサービスです。スタッフと

ワイワイ賑やかに過ごすもよし、趣味に没頭する

もよし、のんびり過ごすもよし。機能訓練もしっ

かりやりますよ。みんながウキウキわくわくする

楽しいデイサービスをめざしています。
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◆
簡
単
な
日
曜
大
工
作
業
も

対
応
し
て
お
り
ま
す

　

ま
た
、
難
易
度
が
高
い

ケ
ー
ス
で
は
、
工
務
店
等
の

専
門
家
を
紹
介
さ
せ
て
も
ら

い
ま
す
。　
　

　

最
近
で
は
、
通
信
販
売
な

ど
の
購
入
さ
れ
た
家
具
の
組

み
立
て
に
伺
う
ケ
ー
ス
が
出

て
き
ま
し
た
。
組
み
立
て
説

明
書
だ
け
で
は
心
配
な
方
か

ら
で
す
。

〇
…
「
生
活
支
援
事

業
」
以
外
に
も
…
〇

　

賃
貸
物
件
が
借
り
に
く
い

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
を

対
象
と
し
た
「
居
住
支
援
事

業
」
。
高
齢
者
宅
の
空
い
た

お
部
屋
と
大
学
生
を
マ
ッ
チ

生活支援・居住支援事業
専門電話

075 （205） 5512

（月曜日～金曜日 １０時～１７時）

      担当：江尻茂朗   
                   余根田 保

暮
ら
し
と
住
ま
い
の
お
困
り
事
、

　
　
　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

住
ま
い
を
提
供
し
て
頂
け
る
方
、

　
　
　
　
　

ご
連
絡
下
さ
い
！

      担当：江尻茂朗   
                   余根田 保

NPO法人

くらしコープ
だより

　
　

　
　
　
　

　
　

　

く
ら
し
コ
ー
プ
は
、
日
常

生
活
で
の
お
困
り
事
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：n

p
o
@

k
-
c
o
o
p
.jp

も
あ
り
ま
す
。

〇
…
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
内
容
の
一
部
を

ご
紹
介
…
〇

◆
お
庭
の
剪
定
や
草
刈
り
、

　

草
引
き
、
防
草
シ
ー
ト
敷

　

き
、
伐
採
な
ど

　

新
規
の
ご
依
頼
は
、
必
ず

下
見
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
利
用
者
様
の
意
向
の
聴

き
取
り
、
お
見
積
り
を
さ
せ

て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。
ご

納
得
を
得
て
か
ら
し
か
作
業

を
い
た
し
ま
せ
ん
。

リ
ピ
ー
タ
ー
さ
ん
の
利
用
も

多
い
作
業
で
す
。

◆
通
院
、
お
買
い
物
、
お
散

　

歩
な
ど
の
外
出
の
付
き
添
い　

　

新
規
の
方
と
は
、
事
前
に

顔
合
わ
せ
な
ど
打
合
せ
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

足
腰
が
悪
く
な
ら
れ
た

方
、
視
力
が
下
が
ら
れ
た
方

か
ら
の
ご
依
頼
が
結
構
ご
ざ

い
ま
す
。
例
え
ば
ご
自
宅
か

ら
一
緒
に
タ
ク
シ
ー
で
病
院

へ
、
病
院
の
車
イ
ス
を
借
り

て
院
内
の
付
き
添
い
、
そ
の

関
連
で
、
薬
局
で
の
処
方
薬

の
受
け
取
り
代
行
も
時
々
ご

ざ
い
ま
す
。

◆
不
用
品
の
片
付
け
処
分

　

京
都
市
指
定
一
般
廃
棄
物

収
集
業
者
と
共
に
行
い
ま
す
。

　

く
ら
し
コ
ー
プ
の
ス
タ
ッ

フ
ワ
ー
カ
ー
が
、
室
内
で
の

仕
分
け
作
業
や
移
動
搬
出
作

業
も
さ
せ
て
も
ら
っ
て
お
り

ま
す
。
余
裕
を
も
っ
て
事
前

の
チ
ェ
ッ
ク
が
行
え
ま
す
の

で
、
間
違
っ
て
捨
て
て
し
ま

う
事
を
防
げ
ま
す
。

『
く
ら
し
の
助
け
合
い
事
業
実
績
２０
年
』

(
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら
し
コ
ー
プ
２
０
０
４
年
設
立
)

ン
グ
：
次
世
代
下
宿
「
京

都
ソ
リ
デ
ー
ル
事
業
」
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら

　

し
コ
ー
プ
定
期
総

　

会
の
開
催
予
告

２
０
２
４
年
５
月
２３

日
（
木
）
１３
：
３０
開
催
、

（
於
：
北
い
き
い
き
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
）

　

尚
、
正
会
員
の
皆
さ

ま
へ
は
、
５
月
に
正
式

な
開
催
案
内
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。　
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手話クイズ

 ①③ ②

（解答15㌻）

◆
「
岡
（
お
か
）」
の

　
　

手
話
は
ど
れ
で
し
ょ
う
？

鼻にあてた右手拳
を少し前へ出す。

前に向けてつま
んだ両手２指を
左右へ引き離し
て下ろす。

両手３指で「田」
の字形を作る。

手話　　　サークル
毎月　第 1・第 3 木曜日 14：00

　本部１階ホール

指
文
字

親指と人差し指の指先
を付け、丸の形を作る。

「数字0」

⦿ 4 月は 4 日、18 日の木曜日です。

寒
風
と
み
ぞ
れ
の
円
山
音

楽
堂
に
１
１
０
０
人

—
く
ら
し
コ
ー
プ
か
ら
見
つ

け
た
だ
け
で
１４
人

何
よ
り
痛
快
だ
っ
た
の
は
、

ゲ
ス
ト
講
演
（
公
演
で
は
な

い
）
の
お
し
ど
り
マ
コ
・
ケ

ン
。一

貫
し
た
保
健
物
理
学
会

会
員
の
科
学
的
知
識
に
根
ざ

し
、
徹
底
取
材
に
基
く
レ

ポ
ー
ト
は
、
ア
ッ
！
と
お
ど

賄
賂
よ
り

廃
炉
よ
り
欲
し
い

い
ま
懐
炉

＊
「
賄
賂
よ
り
廃
炉
」
は

こ
の
日
の
パ
レ
ー
ド
の
コ
ー

ル
。
寒
風
・
み
ぞ
れ
の
中
の

３
時
間
！
「
懐
炉
よ
り
も
帰

ろ
」
と
思
っ
た
の
は
作
者
だ

け
？
で
も
最
後
ま
で
パ
レ
ー

ド
し
ま
し
た
よ
。
（
環
平
太
）

円山全体
１１００人
くらしコープ１４人

バイバイ原発３ ・ ９

ろ
く
政
治
家
・
マ
ス
コ
ミ
の

ゆ
着
、
内
幕
が
赤
裸
々
に
暴

露
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
彼
ら
の
悪
さ
を

許
さ
な
い
た
め
に
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
？
マ
コ
・
ケ
ン
は
海

外
を
ふ
く
む
調
査
・
交
流
の
経

験
か
ら
、
「
そ
れ
は
私
た
ち
一

人
一
人
が
学
ん
で
考
え
意
見

を
持
つ
こ
と
か
ら
だ
」
と
結
論

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
の

若
者
も
言
っ
て
い
た
と
。
「
原

発
を
無
く
し
た
の
は
、
メ
ル
ケ

ル
で
は
な
く
私
た
ち
だ
。
」
と

　

〈
決
議
〉

一
、
福
島
原
発
事
故
に
よ
っ

て
奪
わ
れ
た
暮
ら
し
・
健
康
・

環
境
・
地
域
社
会
を
国
と
東

京
電
力
に
償
わ
せ
よ
う
。

一
、
こ
れ
以
上
、
海
を
汚
し

て
は
な
ら
な
い
。
放
射
能
汚

染
水
の
海
洋
放
出
は
や
め
さ

せ
よ
う
。

一
、
地
震
列
島
日
本
、
若
狭

の
老
朽
原
発
を
は
じ
め
、
す

べ
て
の
原
発
の
稼
働
・
再
稼

働
を
や
め
さ
せ
よ
う
。

一
、
使
用
済
み
核
燃
料
の
中

間
貯
蔵
に
よ
っ
て
問
題
を
先

送
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、

核
燃
サ
イ
ク
ル
を
は
じ
め
原

子
力
政
策
の
失
敗
を
認
め
さ

せ
よ
う
。

一
、
省
エ
ネ
と
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
気
候
危
機
を
打

開
し
よ
う
。
一
日
も
早
く
脱

原
発
社
会
を
実
現
し
よ
う
。
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因
す
る
核
施
設
・
軍
事
施
設
の

「
想
定
外
」
事
故
は
あ
っ
て
よ
い

の
か
？
と
、
現
代
日
本
社
会
の

理事会
委員会
だより

第
９
回
理
事
会
報
告

 
(

2
月
20
日
）

▶
時
節
が
ら
病
欠
者
多
数
で

不
成
立
、
流
会
と
な
り
ま
し

た
。

総
代
懇
談
会

▶
第
４
回
通
常
総
代
会

（
６

月
１６
日
）
に
向
け
て
、
予
備

討
議
の
た
め
の
総
代
懇
談
会

が
各
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

（
２
～
３
㌻
参
照
）

共
同
墓
管
理
運
営
委
員
会

◀
第
８
回
合
同
慰
霊
祭

　

４
月
７
日

（
日
）
１１
時
半
～

理事会
委員会

１２
時
半

共
同
墓

「
平
和
の
風
」

詳
細
は
事
務
所
に
お
た
づ
ね

下
さ
い
。

tel

０
７
５
・
４
３
２
・
３
６
３
６

環
境
と
平
和
の
委
員
会

▼
南
相
馬
復
興
支
援
水
プ
ロ

2
月
も
１８
人
の
方
か
ら
合
計

１
万
８
０
０
０
円
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
累
計　
　

３
６
３
万
７
０
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。

▶
環
境
と
平
和
の
つ
ど
い
２
月

「
自
然
災
害
と
環
境
破
壊
」

２８
日
、
５
人

　

『
紫
式
部
』
３
月
号
ほ
か
月
刊

紙
誌
を
参
考
に
、
能
登
地
震
な

ど
自
然
災
害
や
、
そ
れ
ら
に
起

第
９
回
理
事
会
報
告

あ
り
方
を
鋭
く

問
う
話
し
合
い

と
な
り
ま
し
た
。

▶
バ
イ
バ
イ
原
発

３
・９
き
ょ
う
と

７
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◀
４
月
環
境
平

和
の
つ
ど
い

２４
日

（
水
）
１

時
半
～
本
部

◀
生
か
そ
う
憲

法　

守
ろ
う
９
条

　

５
・３
憲
法
集
会in

京
都
＆

憲
法
ウ
ォ
ー
ク

〝

大
軍
拡
、
明
文
改
憲
を
阻

止
し
よ
う
〞
講
演
「
あ
し
た
、

と
な
り
の
人
に
話
し
た
く
な
る

平
和
の
話
」
石
川
康
宏
神
戸
女

学
院
大
学
名
誉
教
授
。

５
月
３
日

（
金

・
祝
）

　

１
時
～
３
時
す
ぎ
＝
集
会
。

　

そ
の
後
憲
法
ウ
ォ
ー
ク

会
場
＝
東
山
区
円
山
公
園

野
外
音
楽
堂

　

ご
参
加
の
皆
さ
ん
は
、

�
つ
ど
い
の
間
は
音
楽
堂
の　

　

中
心
付
近
に
陣
ど
り
ま
す
。

�
ウ
ォ
ー
ク
の
際
は
音
楽
堂

くらしコープへの御寄付
２月１日～２９日（敬称略）

堀 眞作、北尾由美子、福田光代、川原利夫、KOTO、重田純一、金津清子、

松尾道子、Y.U、佐本尚子、奥村忠一、井上ひろみ、山下寿子、匿名７名

計２０名の方から御寄付がありました。

総額 91,596 円相当の御寄付をいただきました。ありがとうございました。

総
代
懇
談
会

1,234人

18,585口

人数 口数

加入 2人 24口

増資 6人 27口

脱退 3人 69口

減資 0人 0口

増減 ▲1人 ▲18口

組織状況（2024年2月29日現在）

組合員総数

出資金残高

1月実績

前年実績 本年実績 前年差異

売上合計 5,528 6,087 559

経費合計 6,029 6,686 657

事業剰余 🔼🔼501 🔼🔼599 🔼🔼98

経常剰余 🔼🔼372 🔼🔼507 🔼🔼135

　　　　　　　1　　　　　　　1月度経営状況　　　　　(千円）

前年実績 本年実績 前年差異

売上合計 63,363 56,415 🔼🔼6,948

経費合計 69,984 67,262 🔼🔼2,722

事業剰余 🔼🔼6,621 🔼🔼10,847 🔼🔼4,226

経常剰余 🔼🔼4,604 🔼🔼9,407 🔼🔼4,803

　　　　　　　4～1月度累計　　　　　　　4～1月度累計　　　　　(千円）

　

を
出
て
北
へ
ち
ょ
っ
と
進
ん

　

で
西
側
、「
長
楽
館
」
「
売
店
」

　

を
過
ぎ
た
大
枝
垂
桜
前
に　

　

い
っ
た
ん
集
合
、
主
な
隊
列

　

を
や
り
過
ご
し
て
か
ら

　

ウ
ォ
ー
ク
に
合
流
し
ま
す
。

・
く
ら
し
コ
ー
プ
幟
が
目
印
。

（出典：『宣伝と組織』2024.3）

共
同
墓
管
理
運
営
委
員
会

環
境
と
平
和
の
委
員
会
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サロン
サークル
だより

ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン

西
賀
茂
大
宮

▶
２
月
映
画

『
ふ
た
た
び
』
観

賞
会２４

日
。
１０
人
参
加
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
を
テ
ー
マ
に
し

た
感
動
的
な
ド
ラ
マ
で
、
大
変

好
評
で
し
た
。

◀
４
月
例
会
は

好
評
う
た
声
三
昧

　

歌
う
こ
と
が
好
き
な
人
た
ち

が
多
い
の
で
、〝

う
た
声
三

昧
″
と
致
し
ま
す
。
好
き
な
人
、

集
ま
っ
て
～
！

　

４
月
２７
日

（
土
）
１０
～
１２
時

　

会
場
、
北
区

・
水
野
宅

⦿
マ
ス
ク
を
ご
持
参
下
さ
い
。

⦿
体
調
に
不
安
の
あ
る
方
は
ご

遠
慮
願
い
ま
す
。

お
申
込
み
は
23
日
ま
で
に
水
口
へ

℡

０
７
５
・
４
９
２
・
７
２
６
４

参
加
費
５
０
０
円
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

▶
２
月
９
日
の
報
告

「
一
休
」
が
永
休
に
。
最
後
の

プ
レ
ー
に
１５
人

　

城
陽
市
の
「
一
休
」
が
、
道

路
建
設
の
関
係
で
永
久
に
閉

鎖
。
最
後
の
プ
レ
ー
と
あ
っ
て

１５
人
が
参
加
し
熱
戦
を
く
り
ひ

ろ
げ
ま
し
た
。

２
月
２３
日
は
時
節
が
ら
中
止
。

▶
３
月
８
日
の
報
告

久
し
ぶ
り
に
京
北
に

　

京
北
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
に
戻
っ
て
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

心
配
さ
れ
た
天
気
も
青
空
が
見

え
る
ゴ
ル
フ
日
和
に
な
り
、
参

加
者
は
終
日
楽
し
み
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
た
く
さ
ん

出
ま
し
た
。

手
話
サ
ー
ク
ル

▶
２
月
１５
日
３
人
＋
先
生

　

例
題
を
、
２
人
１
組
で
学
ぶ
。

▶
３
月
７
日
４
人
＋
先
生

久
々
の
メ
ン
バ
ー
と
再
会
。

◀
４
月
定
例
＝
４
日

・
１８
日

く
ら
し
コ
ー
プ
本
部
ホ
ー
ル

　

さ
あ
新
学
期
！
こ
の
機
会
に

あ
な
た
も
ど
う
ぞ
。

社
会
問
題
読
書
会

▶
３
月
６
日
報
告

　

流
会
、
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

◀
４
月
３
日

（水
）
１
時
半
～

『給
食
の
歴
史
』
岩
波
新
書

９
回
目
＝
最
終
回
の
予
定

名
作
を
読
む
会

▶
２
月
例
会
の
報
告

　

『
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
・
フ
ィ

ン
の
冒
険
』
２１
日
。
３
人
。
第

１
回
で
、
第
１
章
の
「
３
」
ま

で
を
音
読
し
ま
し
た
。

◀
４
月
の
予
定

　
　

『
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー

・
フ
ィ
ン

の
冒
険
』
第
２
回
。
続
き
を
音

読
し
ま
す
。
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
ー

ン
作
・
講
談
社
青
い
鳥
文
庫
を

ご
用
意
下
さ
い
。

４
月
17(

水)

１
時
半
～
本
部
ホ
ー
ル

〈
訂
正
〉

　

３
月
号
掲
載
の
、
名
作
を
読

む
会
１
月
報
告
の
、
ド
ー
デ

—
『
最
後
の
授
業
』
の
引
用
部

分
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正

し
く
は
以
下
の
と
お
り
で
す
（

部
分
）
。

　

「
民
族
が
ど
れ
い
に
な
っ
た

と
き
、
国
語
さ
え
し
っ
か
り

守
っ
て
い
れ
ば
、
自
分
た
ち
の

牢
獄
の
か
ぎ
を
に
ぎ
っ
て
い
る

よ
う
な
も
の
だ
。
」

映
画
サ
ー
ク
ル

◀
4
月

『銀
河
鉄
道
の
父
』

4
月
１4
日

（
日
）
①
１０
時
半
～

②
１
時
半
～
③
６
時
５０
分
～

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
（
左
京
区
）

　

岩
手
県
で
質
屋
を
営
む
宮
沢

政
次
郎
の
長
男
・
賢
治
は
家

業
を
継
ぐ
立
場
で
あ
り
な
が

ら
、
適
当
な
理
由
を
つ
け
て
は

そ
れ
を
拒
ん
で
い
た
。
学
校
卒

業
後
は
農
業
大
学
へ
の
進
学
や

人
工
宝
石
の
製
造
、
宗
教
へ
の

傾
倒
と
我
が
道
を
突
き
進
む
賢

治
に
対
し
、
政
次
郎
は
厳
格
な

父
親
で
あ
ろ
う
と
努
め
る
も
つ

い
甘
や
か
し
て
し
ま
う
。
や
が

て
、
妹
・
ト
シ
の
病
気
を
き
っ

か
け
に
筆
を
執
る
賢
治
だ
っ
た

が
…
…
。
２
０
２
３
年
製
作
／

１
２
８
分
／
日
本

ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン

西
賀
茂
大
宮

映
画
サ
ー
ク
ル

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

手
話
サ
ー
ク
ル

社
会
問
題
読
書
会

名
作
を
読
む
会
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　貴方の 「軌跡」 のお手伝い

社会運動での生きざま（自分史）をＤＶＤ（映像）で後世に残します。

　　　　　　　メディアとツアーの長年の経験生かして

ムービー　軌跡　プロデューサー　富田秀信

 090-3671-4543

　 自己紹介→ブログ 「一人になった千代野ノート」

2
年
前
の
、
退
院
し
て
間

も
な
い
丁
度
今
頃
、
要
介
護

5
状
態
で
レ
ン
タ
ル
し
た
介

護
ベ
ッ
ド
の
上
で
寝
て
い
ま

し
た
。
自
分
で
は
何
も
で
き

ず
、
す
べ
て
家
族
や
各
種
介

護
（
き
ら
く
庵
の
ケ
ア
マ
ネ

さ
ん
や
ゆ
ず
の
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
な
ど
）、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
、
介
護
用
品
の
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ほ
ぼ
以
前
の
よ
う
に
元
気

に
な
っ
た
今
、
振
り
返
っ
て

み
れ
ば
、「
あ
れ
は
夢
だ
っ
た

の
か
な
あ
」
と
時
々
思
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
は
夢
で
は

な
く
て
、
現
実
に
あ
っ
た
こ

と
と
し
て
呼
び
戻
さ
れ
る
た

く
さ
ん
の
証
拠
が
あ
り
ま

す
。今

も
3
カ
月
に
1
度
の
通

院
・
検
診
を
受
け
て
い
ま

す
、
家
の
中
の
あ
ち
こ
ち
に

残
っ
て
い
る
手
す
り
（
こ
れ

は
転
ば
ぬ
先
の
杖
と
し
て

現
在
重
宝
し
て
使
っ
て
い
ま

す
）、
尿
瓶
（
こ
れ
は
お
蔵
入

り
）、
お
風
呂
用
の
シ
ャ
ワ
ー

チ
ェ
ア
ー
（
こ
れ
は
レ
ン
タ

ル
商
品
で
は
な
い
の
で
購
入

し
た
も
の
。
ベ
ッ
ド
の
横
に

置
い
て
読
書
用
に
使
っ
て
い

ま
す
）、
知
り
合
い
が
折
っ
て

く
れ
た
千
羽
鶴
（
５
０
０
羽

頂
い
た
こ
ろ
に
元
気
に
な
れ

た
の
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ

た
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
思

い
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
、

部
屋
の
入
口
に
飾
っ
て
あ
り

ま
す
）、
頂
い
た
励
ま
し
や
お

見
舞
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
3

月
か
ら
5
月
が
空
白
に
な
っ

て
い
る
２
０
２
２
年
の
手
帳

等
々
、
思
い
出
の
品
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
自
分
の
力

だ
け
で
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た

訳
で
は
な
い
と
改
め
て
し
み

じ
み
感
じ
ま
す
。

「
一
度
死
に
目
に
あ
っ
た
人

は
長
生
き
で
き
る
よ
」
と
声

を
掛
け
て
く
れ
る
人
も
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と

し
て
有
難
く
受
け
止
め
な
が

ら
、
同
時
に
人
生
い
つ
何
が

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
、
一

寸
先
は
闇
と
い
う
体
験
で
も

あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は

恩
返
し
の
つ
も
り
で
一
日
一

日
を
大
切
に
過
ご
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
！
い
ろ
い
ろ
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！

あれは夢…じゃなかった！

闘病生活—数々の証拠が…　　　　

水口武夫の
要介護体験記
第4話（＝最終回）

▲回復後はじめての外出

▲最近は趣味の釣りにも
　いってます。

▲歩行訓練
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プロフィール

１９３８年１２月　福岡県生まれ。

１９４６年７月　　８才の時、弟と遊んでいて不発弾が爆発、弟さんは即死、高明さん　

　　　　　　　　　は両眼、両手首を失う。以降受け入れる学校がなく、１３年間不就学。

１９５９年２月　　２１才で大阪市立盲学校中学部２年に入学。

１９６５年１０月　日本大学文理学部史学科に入学。

１９７１年３月　　同学卒業、高校社会科教員免許取得。

１９７３年９月　　大阪市立盲学校教諭。

著書　「人と時代にめぐまれて」ＮＨＫ障害福祉賞。「未来につなぐ命」「楽しく生きる」

　　　第５８回点字毎日文化賞受賞。近著「あの夏の朝から七十五年」

藤
野
高
明

　

あ
の
夏
の
朝
か
ら

―
手
と
光
を
失
っ
て
３０
年
―

　

あ
の
夏
の
朝
か
ら

　
　
　
　
　

七
十
五
年

藤野高明さんのお話を聞く集い
とき　４月２７日 （土）　１時～３時
会場　コープ御所南ビル４階会議室　（中京区烏丸通夷川下る西側）

主催　京都高齢者生活協同組合くらしコープ ・ ヴィスタの会
協賛　京都市北区憲法９条の会・上賀茂憲法９条の会
連絡先　Tel   ０９０－９９８２－５５５４（瀧本）

読書『
あ
の
夏
の
朝
か
ら
ー
手

と
光
を
失
っ
て
３０
年
』
は
藤

野
高
明
さ
ん
が
、
不
発
弾
の

爆
発
で
両
眼
、
両
手
首
、
弟

さ
ん
も
失
っ
て
、
３０
年
目
に

書
か
れ
た
本
で
あ
り
、
も
う

一
つ
の
『
あ
の
夏
の
朝
か
ら

七
十
五
年
』
は
そ
の
４５
年
後

に
、
京
都
生
協
の
創
立
者
の

一
人
で
視
力
障
害
者
の
横
関

武
さ
ん
の
追
悼
文
集
を
読
ん

で
出
版
を
決
意
さ
れ
た
本
な

の
で
、
密
接
不
可
分
の
も
の

だ
と
思
う
の
で
す
。

『
—
３０
年
』
は
藤
野
さ
ん

の
生
い
立
ち
、
が
く
わ
し
く

書
い
て
あ
り
ま
す
。
諸
々
の

障
害
者
施
設
や
学
校
か
ら
入

所
・
入
学
を
拒
否
さ
れ
、
不

就
学
１３
年
、
数
々
の
困
難
を

の
り
こ
え
日
本
大
学
文
理
学

部
史
学
科
に
入
学
、
教
員
免

許
を
取
得
し
て
、
大
阪
市
立

盲
学
校
の
教
諭
に
な
り
、
結

婚
に
至
る
ま
で
の
不
屈
の
人

生
を
、
格
調
の
高
い
文
章
で

書
か
れ
た
も
の
で
す
。

『
―
七
十
五
年
』
は
藤
野
さ

ん
が
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
経
緯
、

縁
あ
っ
て
接
し
た
、
１
７
５

人
の
方
か
ら
見
た
藤
野
さ
ん

の
姿
を
活
写
し
た
も
の
で
す
。

唇
で
点
字
を
読
む
努
力
等

頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

『
—
３０
年
』
は
古
書
ネ
ッ
ト

で
購
入
で
き
ま
す
。
是
非
読

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

評
者
は
、
藤
野
高
明
さ
ん

と
１
９
８
１
年
に
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
・
国
際
障
害
者
の
実

情
視
察
の
旅
」
で
旅
行
企
画

を
手
伝
い
、
添
乗
員
と
し
て

お
会
い
し
た
関
係
か
ら
、
連

絡
を
取
ら
せ
て
も
ら
い
、
藤

野
さ
ん
の
了
解
を
得
て
、
今

月
２７
日
「
藤
野
高
明
さ
ん
の

お
話
し
を
聞
く
集
い
」
を
開

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

評

・
瀧
本
正
史
（
た
き
も

と
ま
さ
し
・
北
区
上
賀
茂
在

住
）

あの　 なつの　   あさから　     75 ねん   もじの     　かくとくは ひかりの　       かくとくでしたあの　 なつの　   あさから　     75 ねん   もじの     　かくとくは ひかりの　       かくとくでしたひかりの　       かくとくでした
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共
に
描
く
世
界
。
こ
の
先

を
ど
う
見
て
行
く
か
？　

未

来
社
会
。
真
に
平
和
を
求
め

る
な
ら
、
先
に
「
武
器
を
捨

て
ら
れ
な
い
…
の
か
」
。
捨
て

ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い
る
の

か
。
こ
れ
は
、
問
わ

れ
て
い
る
課
題
で
す
。

し
っ
か
り
と
し
た
答

え
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

筆
者
も
「
先
に
捨

て
る
」
と
言
い
切
り

た
い
の
で
す
。
こ
こ

が
「
勝
負
処
」
で
す
。

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の

人
々
は
「
出
来
る
！
」

と
い
う
確
信
を
持
っ
て
居
ま

す
か
ら
こ
そ
、
Ｔ
Ａ
Ｃ(

東

南
ア
ジ
ア
諸
国
協
定
）
を
結

べ
た
の
で
す
。

高
齢
協
く
ら
し
コ
ー
プ
は

10
年
前
、
事
務
所
近
く
に
あ

る
佛
教
大
学
の
学
生
た
ち
と

の
学
習
会
の
中
で
、
学
生
か

ら
教
わ
っ
た
の
で
す
、
そ
の

Ｔ
Ａ
Ｃ
の
存
在
を
。
当
時
の

学
生
た
ち
は
、
随
分
と
「
進

ん
で
い
た
」
の
で
す
ね
。
「
黒

岩
ゼ
ミ
」
の
学
生
た
ち
の
「
答

え
」
で
し
た
。
「
佛
教
大
学
」
。

値
打
ち
が
あ
り
ま
す
ね
。
だ

か
ら
こ
そ
世
界
に

広
が
る
宗
教
と
な

り
得
た
の
で
す
よ

ね
。し

か
し
な
が
ら

我
が
国
の
財
界
に

は
「

軍

備
増

強
・

大
儲
け
の
好
機
」

と
ほ
く
そ
笑
む
集

団

が

あ

り

ま

す
。

そ
の
知
性
の
無
さ
。
無
念
で

す
。
戦
争
時
体
験
の
な
い
人

た
ち
が
増
え
て
来
る
と
こ
う

な
る
の
で
す
か
。「
戦
争
の
た

め
の
道
具
な
ん
て
、
も
う
造

り
ま
せ
ん
」
と
言
い
切
る
社

会
を
創
り
た
い
！　

こ
れ
が

戦
争
体
験
者
の
悲
願
な
の
で

す
。

（
荒
）

　
　

武
器
を
捨
て
て
こ
そ
、
真
の
平
和
が
！

清少納言
百二十四の段

　　　　　　　　　　　

①えんどう豆　皮付き５００ｇ　むくと半分になる→２５０ｇ

　＊残った皮を茹でてスープだけ使う。おいしいのですまし汁にする。（茹で皮は捨てる）

　　　　　　　〈例１〉かき卵汁

　　　　　　　えんどう豆茹で汁に（だしの素、うす口しょうゆ、塩少々で味を付け豆腐・三つ葉など

　　　　　　　のすまし汁に。

　　　　　　　〈例２〉コンソメ入れて中華スープとき卵を入れて。

②炊き上がったらむらして杓文字でふんわりまぜ、ぬれ布巾をかけてフタをしておく。

　（乾くと豆にしわが寄るから）。

　＊付け合わせに　若きゅうりの和えものはいかがでしょう。

　　①若きゅうりを、だし昆布・水・塩をひたひたにした中に２０分つけ、ざるにあげ水け良く切る。

　　②ごま酢（白ごま大さじ５・さとう大さじ３・うす口しょうゆ小さじ１・酢小さじ１）

　　③５㎜位に切る、輪切り、蛇腹にしても良い。

私のレシピ　　　　　　　　佐竹輝子（北区）

輝
子

病
み
上
が
り

　
　

桜
を
拝
む

　
　
　
　

　

老
夫
婦

喉
詰
ま
る

　
　

爺
の
大
根
煮

　
　
　
　

い
ち
ょ
う
切
り

　豆ごはん
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—
〈
初
め
に
お
詫
び
で
す
〉

先
月
号
で
「
38
億
年
前
、
初

め
て
生
物
が
現
れ
た
。
そ
れ

を
シ
ア
ノ
バ
ク
テ
リ
ア
と
言

う
」
と
書
き
ま
し
た
。
そ
れ

が
間
違
い
で
し
た
。
お
詫
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。
取
り
敢

え
ず
カ
ッ
ト
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

　

初
め
て
の
生
命
体
は
「
古

細
菌
」
と
分
類
さ
れ
る
「
原

核
生
物
」
で
実
態
は
ア
ミ
ノ

酸
で
あ
り
、
そ
れ
は
主
と
し

て
蛋
白
質
で
構
成
さ
れ
て
い

る
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
研
究
が
こ
こ
ま
で
進
ん

で
来
た
の
で
す
ね
。
「
蛋
白
質

で
構
成
」
と
な
る
と
こ
れ
は

も
う
有
機
体
で
す
か
ら
「
生

物
」
で
す
。
だ
か
ら
こ
れ
を

も
っ
て
最
古
の
生
物
と
断
じ

た
の
で
す
。 

[

企
画
広
告]

荒
木
昭
夫
の
語
り
物

み
ど
り
・
ミ
ト
ク
ン
・
ミ
ー

も

ち
ゃ
ん
❺

３８
億
年
前
、
地
球
に
初
め

て
生
命
が
現
れ
た
！

風光明媚 菜の花摘み

保険のことならなんでもご相談下さい！

（有）関西総合保険事務所京滋店

〒604-8222　中京区四条通室町西入上る
観音堂町４６６　みやこビル２階

TEL(075）222-2267　FAX(075)708-2380

蒲池英昭担当
携帯(090)1242-1844 かまち　ひであき

　　　～ 4 月阿部ひろ江ライブ～

１３日（土）午後 5 時～ 7 時
叡電一乗寺東へ、北側「桃栗」にて
投げ銭
問い合わせ：075-493-2983

〈
お
わ
び
・
訂
正
〉

３
月
号
の
風
光
明
媚
の
作

者
の
お
名
前
が
ま
ち
が
っ
て

い
ま
し
た
。
正
し
く
は
（

部

分
）、
瀧
本
正
史
さ
ん
で
す
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

写真展

ろう者の眼
　 春季展

本
欄
常
連
、
手
話
サ
ー
ク
ル
講

師
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
ワ
ー
カ
ー
を
勤

め
る
福
村
賢
二
さ
ん
ほ
か
４
人
の
ろ

う
者
カ
メ
ラ
マ
ン
の
恒
例
の
作
品
展

で
す
。

今
回
、
福
村
さ
ん
は
、
『
琵
琶
湖

の
夕
陽
』
ほ
か
を
出
典
。

時
間

・
９
時
～

１８
時

（
最
終
日
は
１５
時
ま
で
）

会
場

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
嵯
峨
野
１
Ｆ

（
JR
嵯
峨
嵐
山
駅
南
口
の
東
）

５月2日(木)～３１日(金)

私
の
住
む
地
域
に
は
、
ま

だ
稲
作
を
す
る
農
家
が
何
軒

か
あ
り
、
秋
か
ら
春
に
か
け

て
裏
作
と
し
て
菜
の
花
を
育

て
、
蕾
の
う
ち
に
摘
み
糠
漬

け
に
し
て
松
ヶ
崎
名
産
「
菜

の
花
漬
」
を
作
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
で
は
授
業
の
一
環
と

し
て
給
食
な
ど
で
味
わ
い
ま

す
。比

叡
山
背
景
の
黄
色
鮮
や

か
な
菜
の
花
摘
み
が
、
今
後
も

続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

〈今
月
の
作
者
〉

本
木
喜
幸
（
も
と
き
よ
し
ゆ

き
）
さ
ん
。
左
京
区
松
ヶ
崎

在
住
。

「
趣
味
で
京
都
の
四
季
、
祭
・

伝
統
行
事
な
ど
を
撮
影
。
ま

た
退
職
後
は
、
毎
朝
夕
、
日

の
出
・
日
の
入
な
ど
も
。
年

１
～
２
回
、
仲
間
と
町
家
の

展
示
会
場
を
借
り
て
写
真
展

を
し
て
い
ま
す
。
」
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京
こ
と
ば　

　
　

「お
お
き
に
」第 3回　後寶三郎

コープ
物件情報　
第 3 号！

　

「
お
お
き
に
」
…
ま
い
ど
お

お
き
に
」
「
こ
ん
ば
ん
わ
・
お

お
き
に
」
日
常
的
に
使
わ
れ
て

い
る
言
葉
で
す
が
実
は
奥
深
い

言
葉
な
の
で
す
。
語
源
は
、
明

治
の
頃
か
ら
使
わ
れ
た
ら
し

く
、
「
お
お
き
に
」
は
「
あ
り

が
と
う
」
を
含
ん
で
「
大
き
に
」

と
強
調
し
た
言
葉
な
の
で
す
。

奥
深
い
言
葉
と
は
…
或
る
書
物

に
依
る
と
「
一
九
一
五
年
（
大

正
四
年
三
月
）
夏
目
漱
石
が
京

都
木
屋
町
御
池
辺
り
に
あ
っ
た

「
北
大
嘉
」
に
滞
在
中
、
祇
園

白
川
沿
い
の
巽
橋
「
大
友
」
の

女
将
、
磯
田
多
佳
と
知
り
合
、

意
気
投
合
す
る
仲
と
な
っ
た

が
、
漱
石
が
二
日
程
寝
込
む
こ

と
に
な
っ
た
時
も
甲
斐
甲
斐
し

く
看
病
を
し
た
。
快
復
し
た
漱

石
が
北
野
さ
ん
へ
梅
を
見
に
行

こ
う
と
多
佳
を
誘
う
と
、
多
佳

は
「
へ
え
、
お
お
き
に
」
と
返

し
た
。
漱
石
は
約
束
が
出
来
た

も
の
と
思
っ
た
が
、
約
束
の
当

日
、
多
佳
は
現
わ
れ
な
か
っ
た
。

　

「
お
お
き
に
」
の
こ
と
ば
の
意

味
合
は
複
雑
で
「
い
い
え
結
構

で
と
反
対
の
意
味
に
も
使
わ
れ

ま
す
、
「
へ
え
、
お
お
き
に
」
の

言
葉
の
奥
深
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

漱
石
は
川
向
こ
う
の
多
佳
さ
ん

に
、

「
春
の
川
を
隔
て
ゝ
男
女
哉
」

と
い
う
色
紙
を
贈
っ
て
い
る
。

　

木
屋
町
御
池
に
漱
石
の
句
碑

が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

漱
石
の　

　
　
　

歴
史
残
る
や

　
　
　
　
　
　
　
　

高
瀬
川

　

漱
石
が

　
　
　
　

お
多
佳
に
贈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
梅
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝

 洛中洛外 ┓

思
い
つ
記

★ 東山区今熊野剣ノ宮町 8
★ 市バス 「泉涌寺道」 歩 5 分
★ 木造一戸建　
★ 女子大生向　敷金 ・ 礼金なし
☆ 条件　１人当り　55,000 円
　（1 人住まいご希望のときは応談）
　（電気 ・ ガス ・ 水道料込）
☆ 期間 （有限） 2 ～ 4 年 （2024.4 ～）
☆ その他　面談の上
☆ 火災保険料　最低額お願いします

　　お問い合わせ先
　　くらしコープ不動産部
　　ＴＥＬ 075 ・ 432 ・ 3636

仲良し女子でシェアにいかが？

2 階は個室 （洋室 8 帖　和室 6 帖） 押入、 物干
1 階は共用のＤＫ 6 帖　洋室 6 帖　板の間
浴室 ・ 洗面台 ・ トイレ
◎洗濯機 ・ 冷蔵庫アリ

オーナーは
くらしコープ組合員！
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絵手紙教室

◆
編
集
室
の
窓
◆

　

事
務
所
に
出
る
た
め
「
建
勲

神
社
前
」
で
下
り
る
。
近
所
の

園
児
た
ち
が
待
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
出
て
い
く
バ
ス

に
バ
イ
バ
イ
す
る
の
は
い
い
の

で
す
が
、
私
が
「
お
早
う
」
と

言
っ
て
も
バ
イ
バ
イ
、
「
何
組

さ
ん
か
な
？
」
と
聞
い
て
も
バ

イ
バ
イ
。

　

そ
う
言
え
ば
我
が
子
も
孫
も

「
お
早
う
」
「
今
日
は
」
よ
り
も

バ
イ
バ
イ
が
先
で
し
た
。
よ

そ
の
子
に
あ
い
さ
つ
し
て
も
、

抱
っ
こ
し
よ
う
と
し
て
も
バ
イ

バ
イ
・
イ
ヤ
イ
ヤ
。
人
や
生
き

物
に
は
生
来
、
防
御
本
能
が

あ
っ
て
、
不
審
者
・
見
知
ら
ぬ

京都高齢者生活協同組合くらしコープ
〒 603-8232　京都市北区紫野東野町 1-5

　TEL　075(432)3636　 FAX075(451)6350

🌐https://kyotoelder.coop/

  ✉ honbu@kyotoelder.coop

  郵便振替　00910-2-234479

　2024 年 4 月 1 日発行

メールアドレス   kyoto.kc16@adagio.ocn.ne.jp

4 月 24 日 （水）
9 ： 00 ～

　　本部ホール

紫式部丁合、 発送作業

短時間でもいいのでご協力お願いします。
※紫式部を配達してくださる方も募集中！

【
手
話
ク
イ
ズ
回
答
】

正
解
は
①
番
で
す
。

①
岡
（
お
か
）　

②
田
（
た
）　

③
吉
（
よ
し
）

も
の
に
は
危
険
を
覚
え
、
接
触

を
避
け
よ
う
と
す
る
も
の
ら
し

い
。

　

し
て
み
る
と
「
専
守
防
衛
」

は
理
に
か
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
保
守
政
治
が
数
年
前
ま
で

続
け
て
き
た
方
針
は
正
し
か
っ

た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
か
な

ぐ
り
捨
て
た
昨
今
の
敵
基
地
攻

撃
論
は
ま
ち
が
っ
て
い
る
の
だ

—
明
ら
か
に
。

　

そ
し
て
専
守
防
衛
の
最
大
の

武
器
（
武
の
字
は
「
戈
を
止
め

る
」
意
味
と
か
—
余
談
）
は
戦

争
放
棄
、
戦
力
不
保
持
＝
日
本

国
憲
法
九
条
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
で
し
ょ
う
（
で

も
言
わ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん

ね
、
時
節
が
ら
）
。
（
赤
染
益
輝
）
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